
これまでの会議の内容について

①　浮島地区に学校を残し、地域の特色・魅力を子供たちに残していきたい。
　そのためには、「学校規模・学校配置の適正化」を学校だけの問題ではなく、地域とし
て地区の良さや魅力を発信したり盛り上げていったりする取組を、多くの地域住民が関わ
って行っていく必要がある。

②　浮島小・中学校の小規模化によるデメリットの改善が必要である。
　児童生徒数の減少により、学級数が減っており、それによる制約やリスクが発生してい
る。教育の質を担保するために教育活動を工夫しているが、配置される教員の数は限られ
ているため、人手が足りない現状を改善していく必要がある。

学校の未来を考える会
　日頃より、本市の教育行政にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　今号では、５月２4日（金）に開催した　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　の

様子をお知らせします。
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第４回 浮島中学校区学校の未来を考える会

　令和６年度初めての「学校の未来を考える会」ということで、第１回～第３回会議の

内容や委員の皆様から出されたご意見についての確認を行いました。

　また、これまでの意見交換の内容から、以下の２点については、多くの委員の意

見が一致しているということを確認しました。
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第５回会議　
浮島中学校区 学校の未来を考える会

・ハード面の整備も必要になるが、子供同士の交流や、擬似的に今の校舎を使って

生活してみるなどの経験を重ねながら、子供たちが少しずつ新しい環境に慣れてい

けるようにしたい。

・これから学校の形が変わっていったとしても、地域と学校が協力していける浮島

地区になればよいと思う。

・幼児教育施設も含め、小学校、中学校で連携できることは進めていけるとよい。

・地域が同じ方向を向いて、一体となって準備を進めていけるように、地域や保護

者の意見を聞き、説明をする機会を設けてほしい。

・地域の問題は、地域の人で話合い、意見を出し合っていきたい。

　これまで、会議を重ね、委員の皆様に意見交換を活発に行ってきました。第５回会
議では、学校の未来を考える会として教育委員会に検討した内容を報告としてまとめ
ていきます。報告する際に、大事にしたい３つの視点を確認しました。

　【視点１】　保護者の声を尊重し、現在及び未来の子供の利益を最優先すること
　【視点２】　地域コミュニティの維持・活性化への視点
　　　　　　（地域と連携した学校運営の実現・コミュニティ・スクールの推進）
　【視点３】　制度的・政策的に実現可能である。　

意見をまとめる上で大事にしたい３つの視点

　次回の会議では、上記３つの視点でこれまで委員の皆様から出された意見をまと
め、会としての報告を作成していただきます。

日時 ： ７月18日（木）　19時から
場所 ：  浮島地区センター　１階大会議室
内容 ：  教育委員会に報告する内容、
　　　　今後のスケジュール　など
傍聴可能です。直接会場へお越しください。

　これまでの協議では、小中一貫校化に関する意見が多かったため、仮に小中一貫
校化した場合の要望や不安な点についてご意見が出されました。


